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【教員向け】2020 年度前期の遠隔授業に関するアンケート結果のまとめ 

 

 本学では，全学科において 5 月 11 日より遠隔授業を開始し，その後一部対面授業が再開された科目

もありますが，遠隔授業を並行して実施しています． 

前期に実施した遠隔授業の実態把握とともに，学生アンケートと比較し，アンケート結果から今後の

遠隔授業のあり方を検討していきます． 

新型コロナウイルス感染症対策連絡会議 

                                               

 

対象：全学科専任教員，非常勤講師 128 人を対象 

実施方法：Web アンケート（Microsoft Forms） 

実施期間：2020 年 9 月 23 日（水）～9 月 30 日（水） 

回答数：91（回答率 71.1％）  質問項目：13 問 

 

➢ 所属学科（n=91） 

・回答者の割合は非常勤講師が最も多かった．これは，専任教員は学科別としたが，非常勤講師は 

学科別での設問としていないためだと考えられる．  

 
 

➢ 担当科目で実施した遠隔授業の授業形態（複数回答可） 

 ・実施された遠隔授業では講義，演習，学内実習の順に多かった 

 
 

6.6% 6人

8.8% 8人

33.0% 30人

7.7% 7人

44.0% 40人

リハビリテーション学科

作業療法学専攻／専任

リハビリテーション学科

理学療法学専攻／専任

看護学科／専任

診療放射線学科／専任

非常勤講師

89.0% 81人

29.7% 27人

22.0% 20人

講義

演習

学内実習
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➢ 遠隔授業の形式（複数回答可） 

 ・回答者の 93％はリアルタイムでの授業を受けており，オンデマンド形式の授業は約 7％であった 

 ・その他として，リアルタイムの講義の録画・視聴，Teams でリアルタイムに動画共有や実技等で 

あった． 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

93.4% 85人

6.6% 6人

18.7% 17人

38.5% 35人

14.3% 13人

Teamsでのリアルタイムでの

Power Point共有と音声

音声付きのPower Point資料作成し，

学生の都合に合わせて視聴できる形式

動画教材を使用

会議チャットの使用

その他
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➢ 遠隔授業で使用したツール（複数回答可） 

 ・Teams が最も多く，次いで Office365 メール，Forms が多かった 

 ・その他として，Gmail 等があった 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

93.4% 85人

18.7% 17人

37.4% 34人

35.2% 32人

7.7% 7人

4.4% 4人

0.0% 0人

2.2% 2人

5.5% 5人

Microsoft Teams

ユニパ

Office365メール

（@stuメール）

Microsoft Forms

Microsoft OneDrive

Zoom

Webex Meeting

Dropbox

その他



4 

➢ 遠隔授業の課題の量（n=91） 

 ・約 75％は課題の量は適切であり，多すぎるとの回答は約 4％であった．  

 ・課題の量について，わからないとの回答が約 10％であった． 

 
 

 

➢ 課題が提示した場合に，課題に対して学生に何かのフィードバックをしましたか（n=89） 

 ・全てまたは多くの科目で学生に何かのフィードバックを行ったのは約 70％であり，フィードバック 

はほとんどまたは全くしていないは 30％であった． 

 
 

4.4% 4人

74.7% 68人

4.4% 4人

6.6% 6人

9.9% 9人

多すぎる

適切である

少なすぎる

課題はない

わからない

39.6% 36人

28.6% 26人

18.7% 17人

11.0% 10人

担当した科目の全てで

何かのフィードバックを行った

担当した科目の多くで

何かのフィードバックを行った

フィードバックはほとんどしていない

フィードバックは全くしていない
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➢ 遠隔授業で学生とコミュニケーションが取れていましたか（n=91） 

 ・回答者のうち，約 68％は，全てまたは多くの科目で何かのコミュニケーションが取れており， 

  約 24％はコミュニケーションがほとんどまたは全く取れていない状況であった． 

 ・役 8％は，学生とコミュニケーションが取れていたかよくわからない状況であった． 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.2% 32人

33.0% 30人

22.0% 20人

2.2% 2人

7.7% 7人

担当した科目の全てで音声，

チャットやメールなど

何かのコミュニケーションが取れている

担当した科目の多くで音声，

チャットやメールなど

何かのコミュニケーションが取れている

コミュニケーションは

ほとんど取れていない

コミュニケーションは

全く取れていない

よくわからない
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➢ 遠隔授業で良いと思うこと（複数回答可） 

 ・通学時間の節約が最も多く，次いで出席状況の把握のしやすさ，学生が自分のペースで学修できる 

の順に続いた． 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33.0% 30人

28.6% 26人

30.8% 28人

60.4% 55人

9.9% 9人

22.0% 20人

4.4% 4人

14.3% 13人

出席状況の把握がしやすかった

復習が何度もできる

学生は自分のペースで学修できる

通学時間がなく

時間の節約になっている

学生自身で調べるようになった

授業中やその他でも質問が増えた

授業準備が楽になった

その他
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➢ 遠隔授業で困ったこと（複数回答可） 

 ・学生とのコミュニケーションが難しいの回答が 61.5％と最も多く，前年度と比べ授業準備に時間を

要した，遠隔授業中のトラブルに困った，教員用マニュアル整備不足，学習評価の難しさの順に続いた． 

 
 

 

 

 

58.2% 53人

28.6% 26人

40.7% 37人

45.1% 41人

31.9% 29人

61.5% 56人

39.6% 36人

14.3% 13人

13.2% 12人

16.5% 15人

19.8% 18人

前年度と比べ，授業準備に時間を要した

遠隔授業に関する学生へのアナウンス，

ガイダンスが不足していた

遠隔授業に関する教員用のマニュアルの

整備が不足していた

遠隔授業の時間中のトラブルで困った

遠隔授業に関するサポート体制が

不足していた

学生とのコミュニケーションが難しい

学習評価が難しい

使用しているPCの動作が重く，

作業効率が悪い

孤独感を感じる

目が疲れる，腰が痛い等の

身体的な不調が出てきた

その他
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➢ 遠隔授業は，対面授業の代わりになっていたと思いますか（n=91） 

 ・回答者のうち，十分またはある程度代替になっていたのは，約 91％であり，あまりまたは全く代替 

になっていないは，約 9％であった． 

 
 

 

 

14.3% 13人

76.9% 70人

7.7% 7人

1.1% 1人

十分代替になっていた

ある程度代替になっていた

あまり代替になっていない

全くなっていない


